
夏の風物詩、 セミの鳴き声

子どものころ、 真っ黒になりながら、 昆

虫網を片手に必死に追いかけた記憶。

皆さんはどうでしたか。 暦のうえでは

暑さが和らぐという意味の「処暑」。 耳

を澄ますと、 どこからか秋を告げるセミ

の声が聞こえてくる季節となりました。
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■ 沖縄自然子ども探検隊 - Camera report ･････ p. 2～ 7

■ 所信表明 ･････ p. 8～11

■ 第 27 回あゆみ祭り - Camera Report ･････ p.21

Headline  News

市メールマガジンは、 市からのお知らせや

イベント、 選挙速報など生活に役立つ身

近な情報をメールでお届けしています。 二

次元バーコード対応の携

帯電話をお持ちの方は、

㊨登録用 QR コードを読

み取り、 ご登録ください。

最新情報やイベントなどを
メールマガジンでお届け !!

市誕生10 周年記念事業

沖縄県座間味村をはじめとする沖縄県

へのツアー「沖縄自然子ども探検隊」が

行われました。 隊員たちは、 本州では

味わえないような自然体験や海洋体験、

第２次世界大戦の戦争遺跡巡りなどを

通して、 自然・平和・歴史を学びました。



海
に

８
月
24
日
か
ら
27
日
、
市
誕
生
10
周
年
記

念
事
業「
沖
縄
自
然
子
ど
も
探
検
隊
」に
、
応

募
総
数
50
人
か
ら
抽
選
に
よ
り
選
ば
れ
た
、

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
24
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
茨
城
空
港
か

ら
沖
縄
県
に
向
け
て
出
発
。
沖
縄
県
で
は
、

那
覇
市
と
那
覇
市
か
ら
高
速
船
で
約
50
分
の

と
こ
ろ
に
あ
る
座
間
味
島
に
滞
在
し
ま
し
た
。

座
間
味
島
は
、
今
年
３
月
に
国
立
公
園
に
指

定
さ
れ
た
亜
熱
帯
の
島
「々
慶
良
間
諸
島
」の

西
半
分
の
島
々
か
ら
な
る
離
島
村
。
初
夏
の

満
月
の
夜
に
サ
ン
ゴ
の
一
斉
産
卵
が
見
ら
れ
る

慶
良
間
は
、
サ
ン
ゴ
の
ふ
る
さ
と
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
古
座
間
味
ビ
ー
チ
は
真
っ
白

な
コ
ー
ラ
ル
サ
ン
ド
と
ど
こ
ま
で
も
透
明
な
ブ

ル
ー
の
対
比
が
美
し
く
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
で
２
つ
星
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

～
沖
縄
自
然
子
ど
も
探
検
隊
～

し
た

恋
夏
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座
間
味
島
で
子
ど
も
た
ち
は
、
洗
練
さ
れ

た
リ
ゾ
ー
ト
の
非
日
常
空
間
で
は
な
く
、
自

然
に
寄
り
添
う
南
の
島
の
暮
ら
し
を
体
感
し

な
が
ら
、
自
然
・
海
洋
体
験
を
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。

かすみがうら3



事
業
の
ね
ら
い

　
▼�

学
校
や
家
庭
と
異
な
る
生
活
環
境
で

活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
や
文
化

な
ど
に
親
し
み
、
社
会
的
視
野
を
広

げ
る
。

　
▼�

集
団
宿
泊
学
習
を
通
し
て
、
異
な
る

学
校
の
児
童
と
の
仲
間
づ
く
り
を
通
じ

て
、
集
団
生
活
の
あ
り
方
を
考
え
る
場

を
つ
く
る
。

　
▼�

目
的
・
目
標
を
持
っ
て
異
な
る
場
所
で

の
体
験
・
視
察
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

自
ら
の
課
題
に
対
す
る
答
え
を
見
出

そ
う
と
す
る
探
究
心
を
養
う
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
4
日
間
を

と
お
し
て
、
自
然
・
海
洋
体
験
、
第
2
次

世
界
大
戦
の
戦
争
遺
跡
巡
り
な
ど
自
然
・

平
和
・
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
自
然
・
海

洋
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん

の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
争
関
連
の
学
習
で
は
子
ど
も
た
ち
の
心

に
響
い
た
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。　

見
て
聞
い
て
感
じ
、
体
験
か
ら
学
ん
だ

活
動
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

見
て
聞
い
て
感
じ

体
験
か
ら
学
ぶ
!!
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泊 港から高速船クイーンざまみで座間味島へ

向け 50 分の船旅。 座間味港に到着すると、

座間味村の宮里村長をはじめ多くの方に出迎えて

いただき、 盛大に歓迎されました。 宿泊場所の座

間味児童生徒交流センターで入村式を行い、 村長

や観光協会の方に圓城寺

歩美さんが「座間味村に来

ること、 海洋体験できること

を楽しみにしていました。 ２日

間お世話になります」とあいさ

つしました。

午後からは、 隊員たちに

とって待ちに待った海洋体験

（シーカヤック）の時間です。 透き通った海を目の前

に、 隊員たちのテンションはどんどん上がっていき

ました。 シーカヤック体験では浜辺から見える無人

島に向けて出発。 まっすぐ進まず、 悪戦苦闘する

隊員たちもいましたが、全員無人島に上陸。 帰りは、

慣れもありスムーズに出発地点まで戻ることができ

ました。 戻ってきた女の子は「海が透き通っている

ので、 魚も見えて楽しかった。 でも、 疲れました」

と正直な感想を話してくれました。

8 月25 日は偶然にも新月。 月の光がなくなり、

夜空には無数の星たち。 運よく天の川も見ることが

でき、 隊員たちは感動していました。

第1日目第 2日目

茨 城空港に参加者 24 人が保護者と共に集

まりました。 出発式では、 佐藤宙暉君が

「私たち、 沖縄自然子ども探検隊は、 学校や家庭

とは違った環境で生活することで、 沖縄の自然や

文化について学習します。 かすみがうら市内の他

の学校の隊員と集団生活を行い、 隊員同士、 助

けあい、 励ましあって行動します。 目標をもって体

験学習、 見学に参加し、 自分から行動して目標を

達成できるよう努力し

ます。 私たちは、 以

上のことを誓い、 た

だ い ま か ら、 沖 縄

県、 座間味村へ出

発します。」と意気込

みを述べました。 　

　

茨城空港から家族に見送られる中、 那覇空港に

向け離陸。 那覇空港に到着後、 沖縄上空からの

景色を見た男子隊員からは、 「もう沖縄好きになっ

た」という言葉がありました。 バスで首里城公園・

守礼の門を見学に出発。 バスの中では、 バスガイ

ドさんによる沖縄民

族楽器三線を使っ

ての歌の披露や「ユ

イユイユイ！ユイマー

ル」の歌詞が覚えや

すい琉球民謡「ユイ

ユイ」をみんなで振り

付きで歌い盛り上が

りました。

首里城公園では、 琉球王国最大の建造物「正

殿」など、 世界文化遺産を見学。 隊員たちは、 ガ

イドさんの説明に聞き入っていました。

かすみがうら5



古 座間味ビーチで海洋体験（シュノーケリング）

をしました。 古座間味ビーチは天然のビーチ

で砂もきめ細かく、魚も多くて、サンゴもきれいなビー

チでした。

隊員たちはマス

ク、 シュノーケル、

フィンを持ちインス

トラクターの指導に

従い海の中へ。 マ

スクが曇ったり、 うま

く呼吸できない子た

ちも、 見る見るうちに上達しました。

シュノーケリングを体験した隊員たちは「海の中を

覗いたら、 クマノミや蝶々魚など色とりどりの熱帯魚

とサンゴ礁がとても綺麗で感動しました」 「シュノー

ケリングも初めてだったけど、 こんな綺麗なものを

見たのも初めての

体験でした」と興奮

しながら話してくれま

した。 また、 男子隊

員が、 「座間味の海

を愛しちゃいました」と

言っていたのが印象

的でした。

午後からは島巡りを行い、 イシ展望台や高月山

展望台などを散策。 高台からのケラマブルーと言

われる慶良間諸島の青い海は絶景で、 すばらしい

景色を堪能しました。

海洋体験を満喫した隊員たちは、 座間味村の

方々に見送られる中、 高速船クイーンざまみで那

覇市へ向けて出発。

最 後の一日の第４日目は、 歴史を学ぶツアー

にバスで出発。 バスの中では、 バスガイドさ

んお手製の方言ガイドを使っての沖縄語講座があ

り、 隊員たちも大きな声であいさつなどの練習をし

ました。

平和祈念公園では、 沖縄戦で亡くなられたすべ

ての人々の氏名を刻んだ「平和の礎」、 戦没者の鎮

魂と永遠の平和を祈

る「平和祈念像」を見

学。 暑さの厳しい中

でしたが、 ガイドさん

の説明に耳を傾けて

いました。

その後、 ひめゆりの

塔 ・ 資料館を見学。

資料館では、 病院壕を再現したジオラマの前で、

生き残りの証言員の方から「当時、 教員になりたい

など、 夢を持った多くの人が夢を実現できずに戦

争で命を落としました。 夢のために勉強を頑張って

いるときに戦争で亡くなったのです。 みんなは、 夢

を実現できるよう勉強などを頑張ってください」と当

時のことや子どもたちへの思いを熱心に話してくれ

ました。 2 箇所の見学をとおして、 隊員たちも戦争

の悲惨さを胸に刻んだことでしょう。

那覇空港から帰路につき、 茨城空港で保護者と

元気な姿で３日ぶりの再会を果たしました。

第 3日目第 4日目
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「
自
分
の
経
験
は
、
ど
ん
な
に
小
さ
く
と

も
百
万
の
他
人
の
経
験
よ
り
値
打
ち
あ
る

財
産
で
あ
る
」こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
思
想
家

レ
ー
シ
ン
グ
の
言
葉
で
、「
自
分
自
身
の
経

験
は
、
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
で
あ
る
」と

い
う
意
味
で
す
。

今
回
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
親
元
を
離

れ
、
他
校
の
初
め
て
会
う
仲
間
た
ち
と
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
や
経
験
を
し
た
時
間
は
貴

重
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
遊
び
や
勉
強
の
中
で
新

し
い
経
験
や
発
見
を
し
て
眼
が
輝
く
、
喜

び
を
体
一
杯
で
表
現
す
る
、
こ
れ
が
重
要
な

の
で
す
。
事
前
学
習
会
で
は
不
安
な
表
情

だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
首
里
城
公
園
や

平
和
祈
念
公
園
な
ど
の
見
学
や
青
い
海
と

白
い
砂
浜
で
の
海
洋
体
験
で
は
、
眼
を
輝

か
せ
イ
キ
イ
キ
と
し
た
表
情
、
そ
し
て
自

信
に
満
ち
た
表
情
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
持
つ

こ
と
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。
今
回
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
勇

気
あ
る
子
ば
か
り
で
し
た
し
、
子
ど
も
を

送
り
出
し
た
保
護
者
も
勇
気
が
必
要
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
人
は
、
新
し
い
こ
と

に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
勇
気
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
た
く
さ
ん
世
の
中
に
送
り

出
す
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の

で
す
。

今
回
の
事
業
を
通
し
て
体
験
や
経
験
し

た
こ
と
は
、
今
後
子
ど
も
た
ち
の
中
で
生

き
て
い
き
、
将
来
の
価
値
あ
る
財
産
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

自然に触れ感動
その経験は財産に !!

～自然体験・海洋体験～

こ 

こ
十
数
年
で
、
子
ど
も
の
1
日
の
過

ご
し
方
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
大
き
く
変
わ
っ
た
の

が「
体
を
動
か
さ
な
い
」「
人
と
触
れ
あ
わ

な
い
」「
話
さ
な
い
」と
い
う
3
つ
の
要
素
で

す
。
こ
の
3
つ
の
要
素
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
日
常
の
遊
び
の
な
か
で
得
ら
れ
る

学
び
の
場
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
は
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
、

屋
内
で
遊
べ
る
も
の
が
充
実
し
て
い
る
の
で
、

家
の
中
に
い
て
も
退
屈
し
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
友
達
と
一
緒
に
外
で
遊
ぶ
こ

と
も
少
な
く
な
り
、
成
長
に
必
要
な
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
昔
に
較
べ
て
不
足
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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か　
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
３
回
定
例
会
に

あ
た
り
、
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
信

の
一
端
を
申
し
述
べ
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
や
市
民

の
皆
さ
ま
方
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
案
内
の
と
お

り
、
7
月
の
か
す
み
が
う
ら
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
私
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支

持
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
第
４
代
の
か
す
み
が

う
ら
市
長
と
い
う
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
心

温
ま
る
ご
厚
情
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
い
た

し
ま
し
て
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
こ
う
し
て
壇
上
に
立
ち
ま
す
と
市
政
運
営

を
つ
か
さ
ど
る
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

公
平
か
つ
着
実
な
市
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
後
の
４

年
間
、
一
人
の
市
民
と
し
て
、
市
政
を
案
じ
、
市

政
を
思
い
な
が
ら
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
方
が
こ
の
大
震
災

や
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
、
生
活
や

懸
命
に
事
業
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
状

況
や
景
気
・
雇
用
の
厳
し
さ
、
人
口
減
少
な
ど
に

伴
う
空
き
家
の
増
加
、
少
子
高
齢
社
会
に
伴
う

高
齢
化
率
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
様
子
を
目
の
当

た
り
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
恵
み
の

大
地
で
育
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
産
物
や
常
磐
自
動

車
道
、
国
道
6
号
、
３
５
４
号
線
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
な
ど
恵
ま
れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
体
系
な
ど
か
す

み
が
う
ら
市
の
発
展
の
可
能
性
を
改
め
て
確
信
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
こ
の
素
晴
ら
し
い「
か
す

み
が
う
ら
市
」を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
私

の
将
来
を
見
据
え
た「
行
政
の
舵
取
り
」に
加
え
、

市
民
の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に「
市
民
協
働
の
ま
ち

所
信
表
明

坪
井
市
長
が
語
る

本
市
が
示
す
将
来
像「
き
ら
き
ら　
い
き
い
き　
ふ
れ
あ
い
育
む
豊
か
な
め
ぐ
み
野
」

そ
の
実
現
に
向
け
、
9
月
定
例
議
会
初
日
で
坪
井
市
長
が
発
表
し
た

本
市
の
方
向
性
と
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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づ
く
り
」に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

ず
、
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

市
民
と
行
政
の
合
意
形
成
で
あ
り
ま
す
。
私
が

目
指
す「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る

上
で
、
常
に
市
民
と
接
し
、
市
民
の
声
を
身
近
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
市
役
所
の
役
割
は
大
変
に
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
市

議
会
で
の
審
議
内
容
や
協
議
を
尊
重
す
る
こ
と
こ

そ
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
課

題
へ
の
対
応
は
地
域
の
責
任
で
解
決
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
市
民
と
の
協
働
は
、
そ
の
基
本
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
、
市
民
協

働
条
例
や
自
治
基
本
条
例
の
制
定
と
い
っ
た
可

能
性
も
探
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

①�

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
直
結
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、「
ご
み
処
理
問
題
」に
つ
い
て
は
、

現
在
の
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
施
設
老
朽
化
に
伴
い
、
将
来
的
に

市
民
の
負
担
増
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
市
町
と
の
広
域
化
処
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

②�

石
岡
地
方
斎
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
石
岡
市
、

小
美
玉
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
の
３
市
で
共
同

処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
式
場
料
金
に
つ
い

て
は
格
差
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③�

上
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て
は
、
国
の
経

済
景
気
対
策
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決

定
に
よ
り
経
済
回
復
へ
の
期
待
が
膨
ら
ん
で
お

り
ま
す
。
一
方
で
は
石
油
や
食
品
の
価
格
、
さ

ら
に
電
力
料
金
な
ど
を
上
昇
さ
せ
る
影
響
で
暮

ら
し
の
先
行
き
に
心
配
も
募
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
も
踏
ま
え
、
水
道
料
金
の
値

下
げ
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④�

若
者
や
女
性
の
就
労
機
会
の
場
を
提
供
す
る

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
雇
用
促
進
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
応
援

1

昭和 25 年 2 月7日生

まれ。 千代田町町議

会議員、 茨城県議会

議員を経て、 平成 18

年第 2 代かすみがう

ら市長に。 平成 26 年

7 月から現職、 64 歳。

第 4 代かすみがうら市長

坪井透

かすみがうら9

きらきら　いきいき

ふれあ　い育む

豊かな　めぐみ野



①�

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
は
、
極
め
て
重
要

な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
、
さ
く
ら
保
育
所
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
と
合
意
形
成
を
も
っ
て

判
断
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

や
ま
ゆ
り
保
育
所
や
わ
か
ぐ
り
保
育
所
、
第

一
保
育
所
の
3
つ
の
公
立
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

幼
児
期
の
子
ど
も
の
課
題
を
議
論
す
る
時
に
、

何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
立
場
を
最
優
先
に
政

策
推
進
を
発
想
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
4
月
か
ら

本
格
的
な
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」を
踏
ま
え
、
今
後
の
公

立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②�

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
霞
ヶ

浦
地
区
の
小
中
学
校
の
統
合
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
千
代
田
地
区
に
つ
い
て
は
市
民
の
合

意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
地

域
の
学
校
を
残
す
こ
と
は
理
想
で
は
あ
り
ま
す

が
、
少
子
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
市
民
の
合
意
形
成
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③�

い
じ
め
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
平
成
24
年
6
月
、「
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
」が
成
立
し
、
同
年
10
月
に
は
、「
い

じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」が

策
定
さ
れ
、
い
じ
め
の
問
題
に
対
応
す
る
基
本

理
念
や
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
に

お
い
て
も
、
こ
の
方
針
の
策
定
に
向
け
た
作
業

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
経

過
も
踏
ま
え
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
条
例
化
に
よ

る
対
応
を
早
急
に
進
め
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
り
、
い
じ
め
が
防
止
さ
れ
る
よ
う
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

①�

市
民
の
健
康
づ
く
り
は
、
生
涯
元
気
で
豊
か
な

生
活
を
送
る
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯

に
わ
た
り
、
自
ら
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
行

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り
が

市
民
運
動
と
し
て
定
着
す
る
よ
う「
保
健
・
医

療
・
福
祉
」の
連
携
の
も
と
、
市
民
が
一
体
的

に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
が
市

民
の
間
で
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
予
防
医
学

の
面
か
ら
み
た
効
果
を
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
の
推
進
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

①�

市
民
の
皆
さ
ま
が
常
に
日
々
の
暮
ら
し
に
安
心

や
安
全
が
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
命
を
守
り
安
心
を

広
げ
る
た
め
に
防
災
情
報
を
生
か
し
た
防
災

機
能
の
強
化
や
自
助
共
助
を
支
え
る
地
域
防

健
康
応
援

3
安
全
安
心
応
援

4

子
育
て
応
援

2
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災
の
要
と
な
る
自
主
防
災
組
織
の
強
化
に
努

め
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②�

東
日
本
大
震
災
や
最
近
で
は
、
広
島
市
の
大

規
模
土
砂
災
害
な
ど
で
も
、
初
動
対
応
の
重

要
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の

生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
、
万
一
の
災
害
発
生

時
に
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
配
備

体
制
な
ど
を
改
め
て
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①�
市
民
の
皆
さ
ま
が「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」、
こ
れ
を
実
現
す
る
上
で
、
解

決
す
べ
き
地
域
の
課
題
は
、
行
政
の
力
だ
け
で

は
、
そ
の
解
決
を
図
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
も

あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
立
案
段
階

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
提
案
を
い
た
だ
く

な
ど
市
民
と
行
政
の
協
働
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

②�

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
が
決
定
し
、
国
民
に
大
き
な
“夢

と
希
望
”を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
前
年
は

茨
城
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
外
の
ビ
ッ

グ
ス
ポ
ー
ツ
の
開
催
は
地
元
ア
ス
リ
ー
ト
の
育

成
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進
な
ど
青
少
年

の
育
成
に
も
大
き
な
弾
み
に
な
る
も
の
と
期
待

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、

市
民
や
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
、
観
光
消

費
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

③�

か
す
み
が
う
ら
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
恵
み
の
大
地
か
ら
は
さ

ま
ざ
ま
な
特
産
物
が
産
出
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ラ

ン
ド
化
や
6
次
産
業
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、

農
業
関
係
団
体
と
も
連
携
を
深
め
、
農
産
物

の
消
費
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④�

雇
用
の
確
保
や
税
収
の
増
な
ど
多
く
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
利
益
に
つ

な
が
る
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
成
功
す
る
の
も
私
自
身
が
先

頭
に
立
ち
、
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
元
気
な「
か
す
み

が
う
ら
市
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
場
産

業
の
振
興
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
関
係
団
体
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、
そ
の
振

興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以 

上
、
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
推
進

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
最
も
身

近
な
行
政
組
織
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
共

感
が
得
ら
れ
る
市
政
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
。
議
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

成
長
応
援

5
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保育園・ 幼稚園などを利用希望される皆さんへ

「子ども・子育て支援新制度」が
始まります

就労などの理由で保育所や認定子ども園での保育の

利用を希望される場合は、 市から「保育の必要性」の

認定を受けたうえで、 市が希望施設を踏まえて利用

を調整します。 幼稚園への入園を希望される場合は、

幼稚園に直接利用申込をしてください。

保育所や認定子ども園での保育利用と同様に幼稚園

や認定子ども園での教育利用も保護者の所得に応じ

て市が保育料を定めることとなります。 実際の保育料

は、 国が定める基準を上限として、 現行の保育料を

勘案して市が定めることとなります。

入所方法が変わります

問 子ども家庭課

（千代田庁舎）

平成 27 年
4 月から

3 つの認定区分と
利用できる施設

Three authorization standards 

幼稚園などの保育料が変わります

認定区分 対象となる方 利用施設

1 号認定
[ 教育標準時間認定 ]

お子さんが満 3 歳以上で、 教育を希望される場合
幼稚園

認定子ども園

2 号認定
[ 満 3 歳以上・ 保育認定 ]

お子さんが満 3 歳以上で、 「保育の必要な事由」に該当し、

保育所などでの保育を希望される場合

保育所

認定子ども園

3 号認定
[ 満 3 歳未満・ 保育認定 ]

お子さんが満 3 歳未満で、 「保育の必要な事由」に該当し、

保育所などでの保育を希望される場合

保育所

認定子ども園

地域型保育

保育の必要性の認定制度

▼ �認定こども園とは、 就学前の子に教育と保育を一体的に提供するほか、 地域の子育て家庭に対する支援を実施する施設です。

P o i n t !

P o i n t !

幼　児期の教育や保育、 地域の子ども・子育てを総合的に推進するた

めの「子ども・子育て支援新制度」が平成 27 年 4 月からスタートし

ます。 この制度は、 質の高い幼児期の教育や保育を総合的に提供し、 地

域の子ども・子育て支援策の充実を図るため、 育児制度の枠組みを見直

すものです。詳しくは、子ども家庭課（千代田庁舎）へお問い合わせください。

新制度では、 地域のニーズに合わせ、 放課後児童クラブを

拡大し、 職員の資質や施設、 設備、 児童の集団の規模な

どについて新たに基準を定め、 量の拡充と質の向上を図って

いきます。 また、 小学 6 年生まで利用できるようになります。

小学 6 年生まで
放課後児童クラブを
利用できるようになります

Juvenile club 

小学校からも安心 !

▼ �現在、 入所・入園しているお子さんを持つ方で、 平成 27 年 4 月以降も継続してお

子さんの入所や入園を希望される方も「保育の必要性」の申請手続きが必要です。

▼ �「保育の必要な事由」には、 就労や出産、 求職活動などさまざまな条件があります。

また、 ひとり親家庭など家庭環境により保育の優先的な利用が必要と判断される場

合があります。



「人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づ

き、 市職員や特別職の給与・ 職員数状況などをお知

らせします。 なお、 詳しくは、 市ホームページで 9 月30

日火までに公表します。 問 総務課職員係（千代田庁舎）

職員
給与公

かすみがうら市職員の給与や
勤務条件などをお知らせします

の

かすみがうら13

city
 w

ork
er'

s s
ala

ry

市
など 表

1 給料 [平成 26年 4月1日現在 ]

❶ 平均年齢と平均給料月額

一般行政職 消防職

平均年齢 平均給料 平均年齢 平均給料

42.3 歳 326,000 円 41.0 歳 324,800 円

❷ 職員の初任給などの状況

区分 区分 大学卒 高校卒

一般行政職

初 任 給 172,200 円 140,100 円

10 年経過 250,400 円 205,400 円

15 年経過 288,400 円 250,400 円

20 年経過 321,900 円 288,400 円

消 防 職 初 任 給 197,200 円 158,100 円

㊟現在の基準によるもので、 採用時期により異なります

❸ 一般職員の期末 ・勤勉手当支給割合 [ 実績 ]

区分 6 月期 12 月期 合計

期末手当 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分

勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

❹ 特別職などの報酬の実績

区分 給料月額 区分 報酬月額

市 長 389,500 円 議 長 334,000 円

副市長 592,000 円 副議長 285,000 円

教育長 546,000 円 議 員 269,000 円

期末手当 6 月期1.4 月分／12 月期1.55 月分

㊟�市長給料は、 平成 22 年 10 月から平成 26 年 7 月22日まで

50％を削減する特別措置を講じていました。

2 職員数 [平成 26年 4月1日現在 ]

❶ 職員採用試験の実施状況 [ 平成 26 年 4 月1日採用 ]

職種 応募者数 受験者数 採用者数

行政職 49 人 41 人 10 人

消防職 180 人 135 人 2 人

❷ 退職者の状況 [ 平成 25 年度 ]

区分
定年 勧奨など 合計

11 人 27 人 38 人

❸ 部門別職員数の状況 ▼合計 409 人

一般行政部門 教育部門 消防部門 公営企業

267 人 28 人 82 人 32 人

㊟再任用職員（2 人）を含む

3 勤務条件ほか

❶ 標準的な勤務時間 

1日につき 7 時間 45 分（開始時刻 8:30 終業時刻

17:15、 休憩時間12:00 ～ 1 時間）の勤務時間とし、 1

週間で 38 時間 45 分と定めています。

❷ 年次休暇の状況 [ 平成 25 年 ]

区分
付与日数 取得日数 取得率

38.58日 9.72日 25.2％

❸ 職員研修 ・ 職員の人事評価の実施状況

職員一人ひとりの資質と能力を向上させ、 市民の信

頼に応えていくため、 「人材育成基本方針」に基づき職

員研修計画を定め、 公務員倫理研修やマネジメント研

修のほか、 茨城県自治研修所への派遣研修、 通信教

育研修費助成などを実施しました。

職員の主体的な職務遂行や能力開発、 効果的な人

材育成の推進を目的に、 人事評価を実施し、 その結果

を勤勉手当の成績率に反映しています。

❹ 職員の分限 ・ 懲戒処分の状況 [ 平成 25 年度 ]

分限処分 休職 7 件 懲戒処分 0 件

❺ 育児休業などの状況 [ 平成 25 年度新規 ]

育児休業 6 人 育児部分休業 1 人
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身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業[

報
告]

快
適
で
豊
か
な
森
林
環
境
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
地
域
住
民
の
提
案
に
よ
る
地
域
の
整
備
目

的
に
沿
っ
た
森
林
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

実
施
状
況

[

平
成
25
年
度]

9
・
40
㌶

[

平
成
26
年
度]

13
㌶（
予
定
）

問 

農
林
水
産
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
時
間
延
長

千
代
田
庁
舎
で
は
、
各
種
証
明
書
の
交
付
や

納
税
相
談
な
ど
の
一
部
事
務
の
窓
口
を
延
長
し

て
い
ま
す
。

日
時

毎
週
木
午
後
7
時
ま
で

延
長
窓
口
　
税
務
課
・
国
保
年
金
課

納
税
推
進
課

市
民
課
千
代
田
窓
口
セ
ン
タ
ー

霞
ヶ
浦
庁
舎
と
中
央
出
張
所
の
自
動
交
付
機

が
9
月
28
日
日
で
廃
止
と
な
り
、
10
月
5
日
日

か
ら
毎
週
日
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分

中
央
出
張
所
で
代
替
業
務
を
行
い
ま
す
。

取
扱
業
務

住
民
票
謄
抄
本
・
戸
籍
謄
抄
本
・

身
分
証
明
書
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
軽
自
動
車
住
所
証
明
書
の
交

付
／
印
鑑
登
録
・
廃
止

㊟�

戸
籍
謄
抄
本
は
、
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を

除
き
ま
す
。
印
鑑
登
録
・
廃
止
は
、
官
公
署

発
行
の
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持
参
し

た
本
人
に
限
り
ま
す
。

問 

市
民
課（
千
代
田
庁
舎
）

自
動
交
付
機
廃
止
に
伴
う
代
替
業
務

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
期
限

大
腸
が
ん
検
診
の
利
用
期
限
は
2
月
3
日
、

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
利
用
期
限
は
2

月
28
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
再
交
付
で
き

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

農
薬
の
使
用
に
は
細
心
の
注
意
を
！

学
校
や
保
育
所
、
住
宅
地
周
辺
な
ど
で
病
害

虫
の
駆
除
や
雑
草
の
防
除
な
ど
農
薬
を
使
用
す

る
場
合
は
、
農
薬
の
飛
散
に
よ
る
周
辺
住
民
や

子
ど
も
な
ど
へ
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
な
い
よ
う
、
散
布
前
に
は
周
辺
の
方
へ
の
十

分
な
周
知
を
行
い
、
最
大
限
の
配
慮
と
細
心
の

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

農
林
水
産
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

健
康
教
室[

要
予
約]

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た「
元
気
な
日

常
生
活
を
送
る
」た
め
の
健
康
教
室
で
す
。

[

介
護
予
防
講
座]

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

[

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種]

対
象

�

❶
満
65
歳
以
上
の
方
❷
満
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
障
が
い

を
お
持
ち
の
方（
身
体
障
害
者
手
帳
で

内
部
障
害
1
級
）❸
満
1
歳
か
ら
中
学

認
定
人
数
変
更
届
の
提
出

井
戸
水
、
ま
た
は
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用

し
て
い
る
世
帯
で
、
婚
姻
や
出
産
、
転
出（
入
）、

死
亡
な
ど
で
世
帯
人
数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
下
水
道
使
用
料
金
も
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、「
認
定
人
数
変
更
届
」を
下
水
道
課（
霞
ヶ

難
病
患
者
福
祉
金

茨
城
県
発
行
の「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
」や「
特
定
疾
患
登
録
証
」を
受
け
て
い
る

方
を
対
象
に
難
病
患
者
福
祉
金（
年
額
3
万

円
）を
支
給
し
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
必
要
書

類
と
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
日
時

10
月
中
の
平
日
月
～
金

午
前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分

場
所

社
会
福
祉
課（
千
代
田
庁
舎
）

❷
期
日
・
場
所

10
月
21
日
火
中
央
出
張
所

❸
期
日
・
場
所

10
月
24
日
金
あ
じ
さ
い
館

㊟
❷
❸
午
前
9
時
半
～
午
後
4
時
半

必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
課（
千
代
田
庁
舎
）

日
時

11
月
11
日
火
・
18
日
火
・
21
日
金

26
日
水
・
12
月
3
日
水

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所

あ
じ
さ
い
館

[

す
こ
や
か
運
動
教
室]

日
時

11
月
6
日
木
～
12
月
11
日
木
ま
で
の

毎
週
木
午
前
10
時
～
11
時
半

場
所

あ
じ
さ
い
館

㊟�

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
10
月
6
日
月
～
20
日

月
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
27
年
度
か
ら
原
則
す
べ
て
の
事
業
主
の

皆
さ
ま
に
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㊟�

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
が

毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
給
与
天
引
き
し
、
納
入
す
る
制
度
で
す
。

問 

税
務
課（
千
代
田
庁
舎
）

浦
庁
舎
）へ
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

下
水
道
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

3
年
生
ま
で
の
子

期
間

10
月
1
日
水
～
12
月
31
日
水

助
成
額

2
千
円（
1
回
の
み
）

[

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種]

対
象

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対
象
❶

❷
に
該
当
す
る
方
で
未
接
種
の
方

期
間

10
月
1
日
水
～
平
成
27
年
3
月
31
日

助
成
額

4
千
円（
生
涯
1
回
の
み
）

問 

霞
ヶ
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
（
８
９
８
）
２
３
１
２

▼広報誌へのご意見をお寄せください ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です ▼広報かすみがうらは、 市HPで掲載しているほか、 市内公共施設やコンビニ、 金融機関などにも設置しています（一部コンビニ除く）



Give me an understandingImportant
▼空気中の放射線濃度

▼ 9 月9日火測定

下大津小学校 0.10 上佐谷小学校 0.08

美並小学校 0.07 下稲吉小学校 0.07

牛渡小学校 0.08 下稲吉東小学校 0.10

佐賀小学校 0.09 霞ヶ浦中学校 0.11

安飾小学校 0.08 千代田中学校 0.11

志士庫小学校 0.10 下稲吉中学校 0.10

宍倉小学校 0.10 神立幼稚園 0.10

志筑小学校 0.08 くりのみ自然幼稚園 0.08

新治小学校 0.14 千代田庁舎 0.07

七会小学校 0.08 霞ヶ浦庁舎 0.08

▼ 9 月3日水測定

わかぐり保育所 0.09 霞ヶ浦保育園 0.09

やまゆり保育所 0.09 プルミっこ保育園 0.05

さくら保育所 0.11 千代田保育園 0.07

第1 保育所 0.09 やまゆり館 0.11

のぞみ保育園 0.10 あじさい館 0.11

美並未来みなみ保育園 0.08

▼ 9 月5日金測定

桜塚公園 0.11 第1常陸野公園 0.09

逆西第1児童公園 0.09 歩崎森林公園 0.11

フルーツ公園通り 0.09 あゆみ庵・民家園 0.09

稲吉ふれあい公園 0.12 歩崎公園 0.09

大塚ファミリー公園 0.12 農村環境改善センター 0.12

第 2 常陸野公園 0.09 富士見塚古墳公園 0.10

多目的運動広場 0.12 雪入ふれあいの里公園 0.11

戸沢公園運動広場 0.09 三ツ石森林公園 0.09

わかぐり運動広場 0.11

単位 ▼マイクロシーベルト／時間

測定地点 ▼中学校以上 1.0m ／その他 0.5m

㊟最新のデータは、 HP に掲載しています。

問 環境保全課 ・ 観光商工課

税
務
相
談［ 

要
予
約 

］

日
時

１０
月
９
日
木
・
14
日
火
・
21
日
火

午
後
1
時
～
3
時

場
所
　
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部（
土
浦
市
）

問 
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

☎ 

０
２
９
（
８
２
４
）
５
０
５
５

かすみがうら15

「
法
の
日
」司
法
書
士
法
律
相
談

借
金
や
土
地
・
建
物
、
相
続
な
ど
に
関
す
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
4
日
土
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所

亀
城
プ
ラ
ザ（
土
浦
市
）

問 

茨
城
司
法
書
士
会

☎ 

０
２
９
（
２
２
５
）
０
１
１
１

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー[

要
予
約]

日
時

10
月
19
日
日
午
後
1
時
～

場
所

ベ
ル
・
ア
ー
ジ
ュ（
石
岡
市
）

対
象

男
女
と
も
42
歳
以
下
の
独
身
者
各
20
人

参
加
費

男
性
5
千
円
／
女
性
2
千
5
百
円

問 

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域
活
動
協
議
会

☎ 

０
２
９
９
（
２
３
）
３
８
２
９

不
動
産
相
談
会

不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の
価
格
な
ど
の

相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

日
時

10
月
7
日
火
午
前
９
時
半
～
正
午

場
所

土
浦
市
民
会
館（
土
浦
市
）

問 

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎ 

０
２
９
（
２
４
６
）
１
２
２
２

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所[

要
予
約]

登
記
や
戸
籍
、
人
権
擁
護
な
ど
法
務
局
の
取

り
扱
う
内
容
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

10
月
5
日
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時

行
政
書
士
相
談
会

行
政
書
士
が
暮
ら
し
と
役
所
の
手
続
き
に
関

茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

ふ
れ
あ
い
牧
場
や
バ
タ
ー
づ
く
り
な
ど
の
各

種
体
験
や
農
畜
産
物
の
試
食
・
販
売
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時

10
月
25
日
土
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問 

茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
２
９
９
（
４
３
）
３
３
３
３

基幹系システムの変更に伴い、 期

間中は、 以下の手続きが停止しま

す。 システムの再開は 10 月6日月
からを予定していますので、 皆さま

のご理解・ ご協力をお願いします。

期間 ▼ 9 月29日月～10 月3日金

[ 停止となる手続き ]

❶住民基本台帳カードの交付申請

❷住民基本台帳カードを用いる

特例転出・ 特例転入

㊟�特例転出は、 転出証明書を発行して

の転出手続きとなります。

❸住民基本台帳カードの継続利用

㊟�住民基本台帳ネットワークシステム再

稼働後の手続きとなります。

❹広域交付住民票の交付申請

❺電子証明書の発行 

問 市民課（千代田庁舎）

住民基本台帳ネットワーク

システムの停止

お知らせ - information -

す
る
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

日
時

10
月
5
日
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場
所

働
く
女
性
の
家

㊟�

10
月
中
の
平
日
毎
週
月
木
午
後
1
時
～
5

時
は
、
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問 

茨
城
県
行
政
書
士
会

☎ 

０
２
９
（
３
０
５
）
３
７
３
１

㊟�

午
前
11
時
か
ら「
相
続
と
登
記
手
続
き
に
関

す
る
講
座
」を
行
い
ま
す（
先
着
30
人
）。

場
所

水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局（
土
浦
市
）

問 

水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局

☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
０
７
９
２

霞
ヶ
浦
検
定[

要
申
込]

霞
ヶ
浦
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
、
水
質
な
ど

か
ら
幅
広
く
出
題
さ
れ
ま
す
。

期
日

11
月
9
日
日

場
所

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー（
土
浦
市
）

問 

霞
ヶ
浦
市
民
協
会☎ 

０
２
９
（
８
２
１
）
０
５
５
２

大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

平
成
27
年
3
月
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校

な
ど
卒
業
予
定
者
や
既
卒
未
就
職
者
を
対
象
に

就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

10
月
28
日
火
午
前
11
時
～
午
後
4
時

場
所

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波（
土
浦
市
）

問 

茨
城
県
労
働
政
策
課

☎ 

０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
４
５

▼広報誌へのご意見をお寄せください ▼メール・ハガキ・電話などいずれの方法でも結構です ▼広報かすみがうらは、 市HPで掲載しているほか、 市内公共施設やコンビニ、 金融機関などにも設置しています（一部コンビニ除く）



小児マル福の対象年齢の拡大

10 月1日水から、茨城県の小児マル福の対象年齢拡大

に伴い、 小学 4 年生から中学 3 年生の受給者証が変

わります。 対象の方には、新しい受給者証を送付します。

現在の受給者証の使用期限は 9 月30日火までとなっ

ていますので、 10 月1日以降市役所窓口へ返還してく

ださい。 詳しくは、 国保年金課へお問い合わせください。

問 国保年金課（千代田庁舎）

16かすみがうら☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

薬物乱用は「ダメ。 ゼッタイ。」

薬物使用による事件は大きな社会問題となっていま

す。 薬物への正しい知識を深めるため、県薬物乱用防

止指導員による防災講話を開催します。 予約制となっ

ていますので、 9 月30日火までにお申し込みください。

日時 ▼10月7日火 10:00 ～ 11:00

場所 ▼千代田公民館講堂

問 消防本部 ☎ 0299-59-0119

防災講話「危ない薬物乱用」 [ 要予約 ]

Information＆News
お知らせと情報

二十歳の門出

未来への希望を胸に新たな門出を祝う「成人式典」。

市内に住民登録されている方には、 案内状を発送

します。 市内に住民登録がなく、 成人式典へ出席

を希望される方は、 生涯学習課へご連絡ください。

日時 ▼1月11日日 13:00 開式

場所 ▼千代田公民館講堂

対象 ▼平成 6 年 4 月2日生～平成 7 年 4 月1日生

問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

平成２７年成人式典

成人式は、 新成人の手で企画・ 運営しています。 仲間と一

緒に一生に一度の成人式を作りたいなど成人式実行委員へ

ご協力いただける方は、 生涯学習課へご連絡ください。

茨城県の医療福祉費支給制度の一部改正

水痘ワクチン予防接種が定期接種化

10 月1日水から水痘ワクチンの予防接種が定期接種

となり、 接種費用が公費で受けられるようになります。

対象 ▼満1 歳から満 3 歳の誕生日の前日までの子

㊟�接種回数は 2 回です。 接種間隔は 1回目接種後、3 月以上

あければ接種可能ですが、標準的には 6 月から 12 月までの

間隔をあけ 2 回目を接種することが望ましいとされています。

㊟�任意接種として過去に水痘ワクチンの接種を受けた子は、

すでに接種した回数分を受けたものとみなします。 また、 水

痘にかかったことがある子は接種対象外です。

� ▼経過措置として、 10 月1日から平成 27 年

3 月31日までに限り、 満 3 歳から満

5 歳の誕生日の前日までの子で、

初めて水痘ワクチン予防接種

を受ける子を対象に、 1 回

分の予防接種費用を助成

します。

問 霞ヶ浦保健センター　

☎ 029-898-2312

水痘ワクチン予防接種

有料広告欄



映画のように美しく刻む風景

外国人旅行者が「かすみがうら市」を訪れた風景をシネ

マカメラを使用して映画のように美しく紹介しています。

http://www.ibakira.tv/movie/post-10840/ 

問 情報広報課（霞ヶ浦庁舎）

生涯学習の祭典

展示や体験教室、 販売、 ステージ発表など生涯学習

の祭典。 文化・芸術などの生涯学習の分野で市民が

主役となり、 1年間の活動成果を発表する絶好の場と

なっています。ふれあいスポーツフェアも同時開催です。

日時 ▼10月11日土 9:00 ～ 16:00

場所 ▼あじさい館

問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

かすみがうら17

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

身近な問題で困っていること

行政に関する苦情や制度、運営の改善などの相談を総

務大臣から委嘱された行政相談委員が受け付けます。

日時 ▼10月23日木 10:00 ～ 15:00

場所 ▼あじさい館

相談委員 ▼小松﨑正衛相談委員	☎ 029-896-0283

小倉征夫相談委員	 ☎ 0299-59-3560

㊟�開設日以外は、 相談委員が電話でお応えします。

問 政策秘書課（千代田庁舎）

行政相談所の開設

献血にご協力をお願いします

献血は命と笑顔をつなぐ愛

毎年多くの命が献血で救われています。 献血は身近

にできるボランティアですので、ご協力をお願いします。

日時 ▼10月8日水

場所 ▼千代田ショッピングモール

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

10:00 ～ 11:45
13:00 ～ 16:00

生涯学習フェスティバル＆文化協会祭

↓
日
ご
ろ
の
学
習
や
練
習
の
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
作
品
展
示
は
、

10
月
10
日
金
か
ら
12
日
日
で
す

防災倉庫を設置しています

防災対策は日ごろの備えから !

小・中学校やわかぐり運動公園、 体育センター、 やま

ゆり館の19 箇所に防災倉庫を設置し、 災害用資材や

備蓄品を配備しています。

問 防災安全室

（千代田庁舎）

いばキラＴＶ -Visit,Ibaraki,Japan

↓
映
像
を
観
た
後
で
観
る

「
か
す
み
が
う
市
」の
風
景

は
、
全
然
違
う
も
の
へ
と

変
わ
る
は
ず
で
す
。

↓
発
電
機
や
投
光
機
、
暖
房
機
、

Ｆ
Ｍ
緊
急
放
送
対
応
ラ
ジ
オ
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
タ
ン
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ガ

ソ
リ
ン
携
帯
缶
な
ど
避
難
所
開
設

に
必
要
な
災
害
用
資
材
な
ど
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
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【　10月　】参加費 ▼各日200 円／中学生以下100 円

▼ �施設休館日は、 クラブもお休みです

◦ なかよしスポーツクラブ 問 大和 ☎ 090-2417-8502

◉スポーツ広場 ▼毎週日 9:30 Ｂ＆Ｇ◉テニス ▼毎週日
9:00・ 毎週金 19:00 第1常陸野◉ピンポン ▼ 毎週土
12:30・ 毎週木 19:00・ 毎週火 13:00B&G ◉太極拳 ▼毎

週水19:30 プルミエール②◉フットサル ▼毎週日15:00 わ

かぐり運動公園／毎週水金19:00B&G ◉よさこいソーラ

ン ▼毎週日10:30 Ｂ＆Ｇ◉軽音楽 ▼毎週日 9:30B&G ◉社

交ダンス ▼毎週木日13:00 千代公◉ウオーキング ▼ 22

日水 9:30 石岡歴史の路◉かけっこ ▼毎週日 9:30B&G ◉
こどもひろば ▼ 18日土 9:00B&G ◉ユニカール ▼ 18日土
13:00B&G ◉グラウンドゴルフ ▼毎週水10:00 第1常陸野

◦ エンジョイスポーツクラブ 問 高田 ☎ 090-2420-7846

◉スポーツ吹き矢［初回 500 円］ ▼第 3.4.5 木 19:30 あじさ

い館◉ソフトバレーボール ・ 卓球 ▼毎週火 20:00 体育セ

ンター◉グラウンドゴルフ ▼毎週火 9:00 あじさい館◉弓

道［要予約］ ▼毎週日13:30 多目的◉ターゲットバードゴル

フ ▼第1.3 金 9:00 あじさい館

◦ 読み聞かせ会・お話会　問 図書館　☎ 029-897-0647

［読み聞かせ会］ 10 月 7 日火 16:30 稲吉児童館／ 9日

木15:00 新治児童館／14日火16:30 大塚児童館

［お話会］ 10 月11日土14:00 あじさい館

[ 合同読書会 ]10 月 25日土10:00 千代田公民館

◦ おもちゃ図書館 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

毎週木 9:30 やまゆり館

◦ 雪入ふれあいの里公園 [ 要予約 ] ☎ 0299-59-7000

10 月11日土秋の虫さがし／18日土植物学講座／ 26日

日雪入探検隊 ▼参加費や時間などは予約時にご確認ください。

◦ ウオーキング[要予約]問 霞ヶ浦保健センター☎029-898-2312

10 月14日火 9:30 活性化センター⇋土浦市鶴沼約４km

Please participate

Kasumigaura sport culture 

Information＆Calendar

18かすみがうら☆☆☆有料広告を募集中／情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）☆☆☆

お知らせとカレンダー

◦ 消費生活相談 問 観光商工課（霞ヶ浦庁舎）

［ 場所 ］平日月火木金 ▼霞ヶ浦庁舎

平日水金 ▼勤労青少年ホーム

［ 時間 ］ 9:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

◦ 法律相談 [ 要予約 ] 問 社会福祉課（千代田庁舎）

▼同じ方からの同一内容の相談は年度内１回限り

　［ 予約受付日 ］ 10 月1日水 8:30 ～

10 月 9日木13:00 働く女性の家

10 月 23日木13:00 あじさい館

◦ 心配ごと相談 問 社会福祉協議会 ☎ 029-898-2527

10 月 8日水13:30 働く女性の家

10 月 22日水13:30 あじさい館

◦ 子育て相談室 [ 要予約] 問 やまゆり館 ☎ 029-832-5601

［ 予約受付日 ］ 10 月1日水 9:00 ～

10 月 9日木 ・23日木 9:00 ／14:00 やまゆり館

● 教育相談 [ 要予約 ] 問 学校教育課（霞ヶ浦庁舎）

10 月 7日火 .29日水13:00 霞ヶ浦庁舎

◦ 農地相談 [ 要予約 ] 問 農業委員会（霞ヶ浦庁舎）

10 月 27日月 9:00 霞ヶ浦庁舎

　　10月☆みんなであそぼう

遊びに来てね！ 10月各種相談日

時間は、 すべて10:00 から。

対象 ・ 持ち物は、 予約時にご確認ください。

◦ ベビーマッサージ [ 15 組／ 200 円 ]

▼ママと赤ちゃんの絆を深めるマッサージ !

10 月 8 日水やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 9 月 22 日月

◦ 幼児安全法（託児付） [ 10 組 ]

▼子どもに対する心肺蘇生法や AED の取り扱いなどを学びます

10 月 21日火やまゆり館 ［ 予約受付日 ］ 10 月1日水

問 やまゆり館 ☎ 029-832-5601

有料広告欄



◦ 10 月 2日木 .9日木 .23 日木にこにこ教室 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 千代田保健センター　［ 受付 ］10:00

◦ 10 月10 日金 2 歳児歯科健診（H24.6.7 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ]13:00

◦ 10 月21日火 3 歳児健診（H23.6 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 10 月23 日木 4 カ月児健診（H26.6 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］ 13:00

◦ 10 月24 日金 1 歳 6 カ月児健診（H25.3 月生）

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

◦ 10 月27日月育児相談（乳幼児） [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］ 9:30

◦ 10 月27日月きらきら輝くための健康相談 [ 要予約 ]

［ 場所 ］ 霞ヶ浦保健センター　［ 受付 ］13:00

かすみがうら市の人口

◉ 人 口	 43,658 人	 [ 前月比－ 7 人 ]

◉ 男 性		  22,209 人	 [ 前月比－ 7 人 ]

◉ 女 性		  21,449 人	 [ 前月比ー14 人 ]

◉ 世 帯		  16,795 世帯	 [ 前月比＋ 1 世帯 ]

▼ H26.9.1 現在（住民基本台帳人口）

Population

　 保健カレンダー
10 月1日水から 31日金までの健康カレンダー

忘れないで、

受けまし
ょう

。

[ 医療機関案内 ]

休日や夜間に救急対応している医療機関をお探しのと

きは、 お問い合わせください。 オペレーターが、 お近く

の医療機関（歯科を除く）を 24 時間体制で案内します。

［ 電話番号 ］ 029-241-4199

［ HP ］ http://www.qq.pref.ibaraki.jp

▼『茨城県救急医療情報システム』で検索

▼ �二次元バーコード対応の携帯電話で

あれば、 ㊨二次元バーコードを読み取

るだけで URL が表示されます。

救急医療情報mergency careE

防災行政無線

防災行政無線で放送した内容が聞き取れなかった

り、 もう1度聞きたい場合に、 24 時間、 電話で確認

できるテレホンサービスを行っています（通話料無料）。

［ 電話番号 ］ 0800-800-3674

10月の納期限Tax payment

税は福祉や教育、まちづくりなど暮らしを支える大切

な財源です。納期限内納税にご協力をお願いします。

◉ 市県民税	 ［ 3 期 ］ 

◉ 国民健康保険税	 ［ 5 期 ]

◉ 後期高齢者医療保険料	［ 4 期 ]

▼ 10 月 31日金が納期限です

◦

かすみがうら19

▼千代田庁舎 ☎ 0299-59-2111　 ▼霞ヶ浦庁舎 ☎ 029-897-1111

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

elephone  serviceT

問 霞ヶ浦保健センター ☎ 029-898-2312

健康な方にこそ、 受けてほしい「健診」です

健康ブームで自分の体と向き合う時間は増えていますが、

健康な生活を送っている人ほど「自分は大丈夫」と思いがち

です。健診は、生活習慣病の予防や早期発見に役立ちます。

こかれらも自分らしく暮らすために、受けてください健診を !

[ 総合健診日]

12月21日日	 千代田公民館

1月 8日木	 働く女性の家

1月 9日金	 霞ヶ浦保健センター

2月 3日火	 やまゆり館

▼ �総合健診とは、 特定健診、 胃がん・大腸がん、 腹部超音波健診を

行う検診です。予約制となっていますので、お問い合わせください。

▼地区健診の日時や場所は、 「健康カレンダー」をご覧ください。

Medical examination 

有料広告欄
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か
各
地
の
被
害
に
恐
々
ガ
ク
ガ
ク	

吉

田

正

道

逝
き
し
人
ら
偲
び
て
合
は
す
両
の
手
を
孟
蘭
盆
の
灯
明
ほ
の
か
に
照
ら
す	

的
場
登
志
子

歳
い
く
つ好
い
年
で
す
と
言
う
老
婆	

や
ま
ぐ
ち
いさ
む

灼
熱
の
光
を
浴
び
て
カ
ン
ナ
花
照
葉
の
土
想
い
を
の
せ
て	

櫻

井

清

風

戒
名
を
持
た
ず
散
骨
す
る
と
い
う
老
優
の
死
に
わ
れ
を
重
ね
る	

高

橋

フ
ミ

胸
キ
ュン
を
初
め
て
知
った
人
の
名
を
お
悔
み
欄
の
片
隅
に
見
る	

菅

谷

咊

子

紫
陽
花
俳
句
会

と
ん
と
ん
と
甘
味
確
か
む
西
瓜
か
な	
飯

田

功

金
色
に
波
う
つ田
ん
ぼ
秋
に
入
る	
久
保
庭
悦
子

す
い
と
来
て
水
に
戯
れ
秋
燕	

車

田

き

み

羽
す
が
れ
低
く
ひ
く
く
に
秋
の
蝶	

萩
原
と
し
子

千
代
田
俳
句
同
好
会

早
暁
の
朝
顔
今
日
も
元
気
な
り	

桜

井

筑

蛙

向
日
葵
の
種
子
び
つし
り
と
休
校
日	

中

島

暉

子

空
高
し
海
に
濃
淡
あ
り
に
け
り	

西

多

恵

子

参
道
へ桜
落
葉
の
散
り
初
め
り	

萩

原

初

枝

数
珠
玉
や
母
と
遊
び
し
木
綿
糸	

福

田

妙

子

筑
波
嶺
の
二
峰
く
つき
り
今
朝
の
秋	

矢

口

三

郎

雨
上
が
り
緑
の
日
除
け
よ
み
が
え
る	

山

内

勝

昭

秋
の
声
朝
日
差
し
込
む
水
車
小
屋	

大

塚

隼

人

》 写真で振り返る
合併 10 年

平成19年10月28日に、総

合型地域スポーツクラブとして、

「KSC なかよしスポーツクラブ」

「KSC エンジョイスポーツクラ

ブ」が発足。両クラブとも、 誰

でも気軽に和気あいあいと集

える場、 コミュニケーションの場

となることを目指し、 スポーツ以

外の活動も種 実々施していま

す [広報かすみがうら№32]。

好きなときに体験できる

［平成19年１１月］
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▼
投
稿
作
品（
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
月
6
日
月
ま
で
に
情
報
広
報
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）へ
お
願
い
し
ま
す

出
島
短
歌
会

夏
祭
り
子
供
心
を
呼
び
も
ど
す
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
綿
あ
め
作
り	

小

室

貞

江

梅
雨
晴
れ
の
風
ゆ
る
き
日
は
暑
く
た
だ
つれ
づ
れ
に
時
を
過
し
ぬ	

名

倉

子

眼
の
前
を
よ
ぎ
り
し
猫
の
黒
き
影
ひ
ろ
が
り
ゆ
き
て
夕
暮
れ
と
な
る	

岡

田

恭

子

さ
く
さ
く
と
母
と
歩
い
た
雪
道
の
音
が
聴
こ
ゆ
る
粥
を
煮
て
お
り	

浜

田

留

子

大
祖
母
と
な
り
て
八
年
次
男
「敬
梧
」笑
顔
の
中
に
強
さ
が
み
え
る	

飯
島

ヒ
ロ
エ

青見

市民学芸員の会は、郷土資

料館での各種行事や観光

商工課のサポートなどをして

います。 民族や歴史、 観光

などジャンルを問わず、 市の

活性化のために何かを考え、

何かを伝え、 何かを起したい

と思っている会です。 今後

の活動にも期待してください。

》 市民学芸員雑記帳

↑あゆみ祭り当日に、 郷土資料館

で竹トンボや弓矢、 竹馬など昔遊

び体験を行いました。



夏

真
祭

盛

　
8
月
16
日
、
第
27
回
あ
ゆ
み
祭
り
が
歩
崎
公
園
で

行
わ
れ
、
歩
崎
を
彩
る
夏
祭
り
に
多
く
の
方
が
訪
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
霞
ヶ
浦
中
学
校
吹
奏

楽
部
は
、
夏
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
で
雨
模
様
の
涼
し
い

会
場
を
夏
色
に
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
あ
ゆ
み
太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
後

に
、
今
年
の
目
玉「
ダ
ン
ス
の
祭
典
～AYUMI

ナ
イ
ト
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
～
」に
突
入
。
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
い
ダ

ン
ス
と
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
の
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
に
観
客
は

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
グ
ラ
ン

プ
リ
で
は
、
北
海
踊
遊
人
・
結
海
衆
が
気
持
ち
の
こ
も
っ

た
演
舞
で
優
勝
。
さ
ら
に
、
沖
縄
舞
踊
エ
イ
サ
ー
が
行

わ
れ
、
会
場
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
帆
引
き
船
の
合
同
操
業
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
新
企
画
カ
ブ
ト
ム
シ
大
合
戦
、
長
ネ
ギ
と
佃
煮
の

無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
あ
ゆ
み
祭
り
な

ら
で
は
の
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
途
中
、
雨
で
の
中
断
な
ど
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の

プ
ロ
グ
ラ
ム「
湖
上
打
上
げ
花
火
」が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、

祭
り
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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My Town Topics

楽しい行事や新しい活動など、身近な情報をお寄せください。情報広報課広報係（霞ヶ浦庁舎）

まちのわだい
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　8 月 29 日、 霞ヶ浦自動車学校で女性ドライバー安全運

転競技大会が行われました。当市から８人の女性ドライバー

が出場し、 自動車の安全運転に必要な基本的な運転技

能を競いました。 この競技大会は、 安全運転の意識高揚

と運転技術の向上を図り、 交通事故を防止する目的で毎

年行われており、 当市からは２人が敢闘賞に入賞しました。

↑参加者は初心に返るとともに、 基本を再確認する機会になりました

↓国土交通省では技監や道路局長に重要性や緊急性を説明しました

8 月 7 日、 国土交通省や関東地方整備局、 当県選出

国会議員事務所を石岡市・小美玉市・当市の市長や市議

会議員などが訪問しました。 慢性的な交通渋滞を解消し、

生活環境改善や地域の活性化などを図るために、 国道

6 号千代田石岡バイパスの市川から石岡市東大橋までの

整備促進と当市地内の早期事業化などを要望しました。

一 国道 6 号バイパス建設促進期成会中央要望

日も早い完成を目指して

安 女性ドライバー安全運転競技大会

全運転に必要な基礎確認

い吸管を伸ばす三番員と四番員ろ指揮者と一番員が筒先交替 開会式で市長に選手宣

誓する第 10 分団２部指揮者飯村道治さんに秒数を縮めるために必死に走る選手たち

い

ろは

に

《大会結果》

◉ポンプ車操法の部

　　㊝第 1 分団1 部

　　②第 4 分団 3 部

　　③第 4 分団1 部

◉小型ポンプ操法の部

　　㊝第 10 分団 2 部

　　②第 2 分団1 部

　　③第 7 分団1 部

火 消防ポンプ操法競技大会

消しの魂込め

8 月 3 日、 わかぐり運動公園で市

消防ポンプ操法競技大会が行われま

した。 競技はポンプ車操法の部、 小

型ポンプ操法の部が行われ、 日夜地

域の消防活動に従事している消防団

員が、 日ごろの訓練の成果を発表し、

消防操法技術の向上と士気高揚を図

ることで、 地域防災体制の強化に役

立てることができた大会になりました。



今月のスマイル
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8 月 9 日、 千代田 B&G 海洋センター体育館で「和太

鼓教室」が始まり、 小学生 22 人が参加しました。 この教

室は、 伝統に触れることができ、 心 ・ 技 ・ 体が鍛えられ

ると人気を博しています。 6 回の練習で一曲をマスターし、

11 月 3 日のかすみがうら祭で練習の成果を発表します

ので、 子どもたちの太鼓の演奏を楽しみにしてください。

↑あゆみ太鼓の皆さんの指導にも熱が入っていました

8 月 3 日、 あじさい館で「夏休み習字教室」が行われ、

小学生17 人が参加しました。 字のとめ ・ はね ・ はらい ・

バランスなど書き方の基本やコツを教わり、 半紙で練習、

そして気持ちを込めて清書しました。 その後、 太筆を使っ

て体と同じぐらい大きな条幅にも挑戦しました。 参加者

は、 字を書く楽しさを知ることのできた教室になりました。

楽 夏休み習字教室

しく美文字レッスン

↑先生のお手本を真剣な眼差しで、 食い入るように見る参加者たち

↓レンコンやワカサギなどが盛り込まれ、 市の魅力がアピールされています

8 月 26 日、 千代田庁舎で地域応援アニメ「あぐかる」

かすみがうら市編の完成報告会が行われました。 あぐか

るは、 茨城県を農業中心に宣伝するために制作されたイ

ンターネットアニメ。 かすみがうら市編は帆引き船がテー

マになっており、 茨城征服を企む「ごじゃっぺブラザーズ」

を「農業天使バラキちゃん」が撃退するという設定です。

↓オニツカサリーライブにも多くのサポーターが集まり盛り上がりました

特 フレンドリータウンデイズ

産物・推奨品で市をPR

8 月 30 日、 県立カシマサッカースタジアムでフレンド

リータウンデイズ「かすみがうら市の日」が開催され、 多く

の人が観戦に訪れました。 イベント会場では、 旬を迎えた

梨がわずか 1時間で完売するほど大人気でした。 また、

霞ヶ浦フィッシュ＆チップスなどの市推奨品や特産品の販

売、 オニツカサリーライブ、 ガウラー C も大好評でした。

茨 地域応援アニメ「あぐかる」かすみがうら市編

城の魅力をアピール

心 ジュニア和太鼓教室

・技・体をバランスよく！



Comprehensive disaster-preparedness drill

広報誌は環境にやさしい

大豆油インキを使用しています。
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避
難
訓
練

▼千代田中学校区の行政区 [ 訓練重点区域 ]

一時避難場所へ集合し、避難所への避難訓練を実施してください。

㊟�千代田中学校区の小学校へ避難された方は、 千代田中学校へ

移動して市民体験型訓練への参加をお願いします。

▼その他の行政区

一時避難場所への避難訓練・点呼後、 解散となります。

会場 ▼ [ 市民体験型訓練 ] 千代田中学校

市
民
体
験
型
訓
練

▼消火器取り扱い訓練 ▼防災用品の展示

▼体験用テントでの煙体験

▼救急隊などによる応急救護指導

▼災害用伝言ダイヤルの体験

▼ �炊き出し（豚汁）や飲料水、 3WAY 多機能警告

灯の配布など

[ 雨天決行 ]
日時 ▼11月9日日 9:00~11:30

災訓練

もしもの時のために・・・

日ごろの備えを・・・

防災に対する理解と防災意識の高揚を図る

あ

た

命
守

な

の

を

る

で
す

訓
練

防
訓練は、首都圏直下型地震やその他の災害に対し、関係機関や地

域住民との相互協力体制の緊密化を図り、市民一人ひとりの防災に

対する理解と防災意識の高揚を図ることを目的として実施します。

問 防災安全室（千代田庁舎）


